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1 面 

 中国敵視にすり替えられた核汚染水放出 

排外ナショナリズムに屈するな 

逢坂秀人 

 

汚染水の海洋放出を中止せよ！ 

東電の責任で長期保管すべきだ 

今中哲二（京都大学複合原子力科学研究所・研究員） 

 

十月社会主義革命記念集会に参加を 

１１月４日㈯『連環画 花岡ものがたり』上映と詩の朗読ほか 

 

2 面 

横浜で「バイバイ！ノースドックパレード」 

ハマの港を出撃基地にはさせない 

高梨晃嘉（神奈川二区市民連絡会） 

 

 川柳  

笑い茸 

 

美ら海大浦湾を埋めるな！ ９・23集会 

最高裁不当判決に抗し闘い続ける 

土田宏樹 

 

原発事故被災者の声（４０） 

 八月二十四日、東電は海洋放出を強行した 

汚染水海洋放出は生命の尊厳に関わる 

國分富夫（原発事故被害者 相双の会） 

 

3 面 

暴行デッチあげ事件・尾澤孝司裁判 

埼玉地裁不当判決に抗議する 

村上理恵子 

 

イラスト通信 

 常駐フリーカメラマンに労基署が労災保険加入命令！！ 

広浜綾子 

 

労働者通信 

組合大会での出来事をめぐって 

「平和・人権・環境」削除の修正案 

われわれは闘えないのか、闘わないのか 

藤原晃・学校労働者 

 

4～5 面 

ＨＯＷＳ報告 

シリーズ第三世界（非同盟運動）の過去、現在、そして未来へ 

今後の第三世界・非同盟運動のゆくえ 

林裕哲（朝鮮大学校外国語学部准教授）――聞き手＝大村歳一（ＨＯＷＳ事務局） 

 



6 面 

朝鮮半島の情勢をどうみるか（連載・第１９回） 

「自強力」を発揮し穀物増産に取り組む朝鮮 

             李俊植（朝鮮大学校教授） 

 

関東朝鮮人大虐殺一〇〇年とどう向き合うか④ 

朝鮮人虐殺場面を描いた絵巻物 

作品の放つ歴史力活かしていけるか 

新井勝紘（高麗博物館前館長） 

 

 関東大震災犠牲同胞慰霊碑が問うもの 

「戦後」日本による弾圧と妨害の責任 

鄭栄桓（明治学院大学教員） 

 

7 面 

豊里友行が語る「おきなわ」 

写真展ギャラリートークより② 

写真家として 俳人として 

まとめ＝日向よう子 

 

フィリピン共産党（ＰＫＰ‐１９３０）第 16回党大会に送るメッセージ 

党大会成功と平和のための闘いの前進を 

〈活動家集団 思想運動〉常任運営委員会 

 

前照灯 

「女性ならでは」はうんざり 

 

催物案内 

 

8～10 面 

連載  

新疆ウイグル自治区を訪ねて（下） 

中国革命の歩み、わたしなりの整理 

木原健一（京都府在住） 

 

エッセイ 

チベット人民の本当の味方はだれなのか 

加藤博通（マルクス経済学研究） 

 

11 面 

米国 脚本家・俳優たちはストを継続する 

いま、背筋をのばさないと、われわれは機械に取って代わられてしまう 

沖江和博 

 

国際短信 世界のいま 

〈ギリシャ〉一二年間闘ってきた民営化反対闘争が勝利 

編集部 

 

資料紹介 

『安斎育郎のウクライナ戦争論』 

髙嶋伸欣（琉球大学名誉教授） 

 

私たちが忘れてはならないこと 

１９２３関東朝鮮人大虐殺を記憶する行動【学びの場】の記録パート 1 



 

12 面 

『ジャック・プレヴェールのシャンソン』（高橋治男著） 

「話し言葉」の魅力 

岡野奈保美 

 

頂門一針 

 譲歩しない人 

 

十月革命記念集会で『花岡ものがたり』を朗読 

二度だまされてはならぬ 

伊藤龍哉 

 

編集部発 

 

 


